
                令和６年度シラバス（芸術・美術Ⅰ） 
学番 68 新潟県立高田南城高等学校 

 

教科（科目） 芸術・美術Ⅰ 単位数 ２単位 学年（コース） 
   １年次 

選択必履修 

使用教科書 高校生の美術１（日本文教出版） 

副教材等 なし 
 
１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ 

ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
① 自他を大切にできる豊かな心やコミュニケーション能力 

② 勤労観を身に付け、自立し、地域社会に貢献できる人材 

③ 社会の変化に適応できる人間性と幅広い学びにチャレンジする精神 

カリキュラム・ 
ポリシー 

資質・能力を育成するため、次のような教育活動を行う。 
① 少人数制授業や授業における学びのユニバーサルデザイン化を図るとともに、ICT

等を活用しながら基礎・基本の学びを展開し、個に応じた指導を行う。 
② 二人担任制や充実した教育相談体制により、社会への適応力や規範意識醸成のた

めに生徒に寄り添った生徒指導を実践する。 
③ 自他を尊重し、よりよい人間関係を築くことで協働的に学び合う学習に取り組む。 
④ 地域と連携したキャリア教育を充実させるとともに、個別最適な学びにより、生徒

一人一人の進路指導を行う。 
 

２ 学習目標 

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中 

の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工 

夫し、創造的に表すことができるようにする。 

（2）造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造 

的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりする 

ことができるようにする。 

（3）主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感 

性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

       

３ 指導の重点 

① 作品のなかで表現したいことを自発的に考え工夫できるようにする。  

② 自らの作品において造形的なよさや美しさ、表現の意図や工夫について考えて取り入れられるようにする。  

③ 他者の作品において造形的なよさや美しさ、表現の意図や工夫について考えて汲み取れるようにする。 
 
 
４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

創造的な美術の表現をするため
に必要な知識及び技能を身に付
け、表現方法を工夫して表してい
る。 

感性や創造力を働かせて、感じ取っ
たことや考えたこと、目的や機能、
美しさなどから主題を生成し、創造
的な表現の構想を練っている。 

美術の創造活動の喜びを味わい、
多様な表現方法や美術文化に関心
を持ち、主体的に表現や鑑賞の創
造活動に取り組もうとしている。 

 
 
５ 評価方法 

知識・技能a 思考・判断・表現b 主体的に学習に取り組む態度c 
 
・作品 
・アイデアシート 
・取り組みシート 
・授業への取り組み状況 
  などから評価します。 

 
・作品 
・アイデアシート 
・取り組みシート 
・振り返りシート 
・授業への取り組み状況 
 などから評価します。 

 
・作品 
・アイデアシート 
・取り組みシート 
・振り返りシート 
・授業への取り組み状況 
 などから評価します。 

 
 
 



 
６ 学習計画 

 単元名 学習活動 時間 評価の観点 評価方法 

前
期 

１． 粘土彫刻 
（彫刻） 

・動植物を作る 

紙粘土による造形表現、スケッチ・デッサンによるモチー

フの研究、素材と用具の扱い方、着彩、鑑賞 
20 

ａｂｃ 
 

授業態度 
課題の提出 
作品完成度 ２・色面構成 

（デザイン） 
・感覚を色で表
現する 

色彩の学習、絵具や色画用紙などでの画面構成、鑑賞 15 

後
期 

３． 油彩画 

（絵画） 

 ・静物画  

 ・風景画 

絵の具の学習、油彩画の技法、鑑賞 35 ａｂｃ 
授業態度 
課題の提出 
作品完成度 

                                  計７０時間（５０分授業） 
 
７ 課題・提出物等 

授 業 の 進 め 方 、 課 題 ・ 提 出 物 な ど 

授業は制作を中心に行います。単元ごとに、計画、制作、振り返り（鑑賞）を1つのサイクルとして課題を進

めていきます。試験を実施しないため、作品やプリントなどの提出物が主な評価対象となります。必ずすべて

の提出物を期限内に提出してください。 
 
 
８ 担当者からの一言 

美術Ⅰでは主に基礎的な知識や技術を学習します。上手に描いたりつくったりすること自体が大切なのではな

く、「見る」、「感じ取る」、「考える」、「表す」という美術のプロセスの中で、自分が何を美しいと感じ

、何を面白いと思うのか探ることを目指しましょう。美術に苦手意識がある方も積極的に参加してください。

ただし、下手と雑は違います。作品は丁寧に仕上げ、振り返りまでしっかり行ってください。完成度の高い作

品および充実した創作活動を期待します。 

 


